
図2－2　献血者の推移 図2－4　献血キャラクター 

図2－3　献血構造改革 

2,500 

2,000 

1,500 

1,000 

500 

0

6.500 

6,300 

6,100 

5,900 

5,700 

5,500 

5,300 

5,100 

4,900 

4,700

年
代
別
献
血
者
数
（
千
人
） 

総
献
血
者
数
（
千
人
） 

6,039
5,999

6,138 6,139

5,878

5,774 5,784

5,621

5,473

5,321

4,988
4,940

5,077

平
成
8
年 

平
成
9
年 

平
成
10
年 

平
成
11
年 

平
成
12
年 

平
成
13
年 

平
成
14
年 

平
成
15
年 

平
成
16
年 

平
成
17
年 

平
成
18
年 

平
成
19
年 

平
成
20
年 

総献血者 16～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～69歳 

20代 

10代 

若年層の献血者数の増加 

安定的な集団献血の確保 

複 数 回 献 血 の 増 加  

献血構造改革の目標 
（平成17年度から5年程度の達成目標） 

10代、20代を献血者全体の
40％まで上昇させる。 

集団献血等に協力する企業
数を倍増する。 

複数回献血者を献血者全体
の35％まで上昇させる。 

（平成17年度  24，220社） 
（平成18年度  30，835社） 
（平成19年度  34．059社） 
（平成20年度  38，399社） 

（平成17年度  27．5％） 
（平成18年度  28．1％） 
（平成19年度  29．5％） 
（平成20年度  30．3％） 

（平成17年度  33．4％） 
（平成18年度  31．5％） 
（平成19年度  29．2％） 
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輸血用血液製剤については、現在、国内で使用される

分は献血によって得られた血液を原料として製造されて

います。

しかし、今後の少子高齢化の動向を考えると、血液製

剤の適正使用を進める一方、将来の献血を支えていただ

ける方々、とりわけ、若年層の方々に対する対策の必要

性が浮かび上がってきました。

こうしたことから、厚生労働省は、高校生向けテキス

ト「けんけつ HOP STEP JUMP」を全国の高校に配

布しており、さらに平成17年度から中学生向けに血液

全般の知識の普及を目的としたポスターを全国の中学校

に配布しています。

また、一部の地方公共団体では、小中学生の段階から

献血に関する知識の普及啓発を行っています。なお、は

ばたき福祉事業団による、幼児向けの絵本「ぼくの血み

んなの血」の作成など、幼少児期からの取組も行われて

います。

しかし、こうした取組の一方で、若年層の献血離れの

傾向に歯止めをかけるなどして、献血を将来にわたって

さらに推進していくためには、そのあり方を見直す必要

が生じています。

厚生労働省では、平成17年度に献血構造改革として、

将来の献血を支えていただける若年層の方々が安定的に

かつ持続的に献血を支えていく体制を構築するととも

に、血液の需給安定及び安全性向上の観点から、複数回

献血者の確保を進める必要があるとしました。

また、献血について、単に広く呼びかけるだけではな

く、5年程度の達成目標を定めて組織的な献血促進体制

に切り替えていくことを目指すこととしました。

この目標を達成するために、現在、各種の取組が行わ

れており、その一環として若年者に受け入れられる献血

キャラクター「けんけつちゃん」が誕生しました。
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